
図1 改修前

   ⾃作⽊製プラネタリウムドームの再組み⽴てとその改善
地学部プラネタリウム班：鈴⽊ 陽菜、⾓⽥ 紗希、今⽥ 結優⼟、⽯神 和幸（⾼1）
                            【愛知県⽴⼀宮⾼等学校】

1.はじめに

2.ドームの概要

‧換気扇や冷暖房の⾳を抑え、プラネタリウム鑑賞
にふさわしい静かな空間を作り出すこと
‧プロジェクター⾃⾝の影が投影されることの軽減

参考⽂献
• 愛知県⽴⼀宮⾼等学校「プラネタリウム公開継続に向けて」（第20回AITサイエンス⼤賞社会科学‧地域づくり部⾨優秀賞受賞）
• 愛知県⽴⼀宮⾼等学校「⾃作プラネタリウム公開６年を迎えて〜天⽂普及活動を通じて〜」（第18回AITサイエンス⼤賞社会科学‧地域づ

くり部⾨優秀賞受賞）
• 愛知県⽴⼀宮⾼等学校「⾃作プラネタリウム〜可能性の拡⼤〜」（第15回AITサイエンス⼤賞ものづくり部⾨奨励賞受賞）
• 愛知県⽴⼀宮⾼等学校「⾃作ドームによる星空の再現」（第12回AITサイエンス⼤賞ものづくり部⾨優秀賞受賞）

‧スクリーンの隙間の埋め⽅
‧裁断の⽅法

‧直接投影からカーブミラーと 
 補正レンズを⽤いた間接投影に

‧ルーバーの設置
‧冷暖房が設置できる設備
        
 の整備

⒌今後の展望

⒊課題点

⒋改善

①スクリーンの間の隙間

②タッカーの針の反射

⑤従来の投影⽅法では投影範囲が狭く臨場感が⾜りない

③換気扇からの光漏れ

‧以前図13の直接投影から図14のカーブミラーを⽤い
た間接的投影に変更⇒投影範囲の拡⼤（図15、16）

 本校屋上には1961年以来天体観測
に使⽤されてきた地学ドームがあ
る。望遠鏡の取り外し、傾斜型ドー
ムへの改良を経て地域の⼩学⽣や⽂
化祭でのプラネタリウム上映が⾏わ
れてきた。
‧2022年に⽼朽化による改修⼯事で
ドーム部分が平屋根に 
↓
‧2023年プラネタリウムの公開とい
う伝統を引き継ぐために再建
 

④プロジェクタの熱で室温が上昇

‧廃棄物を最⼩限に抑えるように設計

‧以前のプラネタリウムドームの
 構造の設計を基に組み⽴てた

①ドームおよび⽀持構造の組⽴

図3
材料‧⼨法

各スクリーン間に隙間
がありシリコンシーラ
ントによる凹凸で画⾯
の映りが均⼀でない

先代のドームから判明した課題点

③スクリーンの設置

投影範囲が狭い

‧ボードを隙間無く貼り付けるため
 に、仮留め、サイズ調節、本留め
 に分けて制作

以上の課題点から主にスクリーンについて課題を 
解決することを⽬標とし、再建に取り組んだ

②スクリーンの裁断

望遠鏡のレンズを
補正レンズとして
使⽤

スチレンボードの表⾯の素材と
同じ紙を貼り付け、
タッカーの針を隠すように
隙間を埋める

③投影⽅法の改善

南側窓に
ルーバー
を設置

⻄側窓では⻄⽇を窓の
ルーバーでは遮断でき
ず、
左の図の形となった

①スクリーンの間の隙間‧タッカーの針の反射の改善

図2 改修後

図4

②設備の改善

図5 スクリーンの裁断図
 

図6 スクリーン⾯

図7

→スポットクーラーを設置 
‧室温の改善

‧光漏れの改善
→窓にルーバー、プラスチック
 
 段ボールを設置

図15 改善前  
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図16 改善後  
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図13 直接投影 図14 間接投影
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投影⽅法の改善

設備の改善

スクリーンの改善
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